
スクリーニング検査に関する次の文中のア～ウに入るものがいずれも妥当な
のはどれか。

通常，スクリーニング検査では，陽性判定の基準値（どの値より異常であれば疾病を
疑って陽性と判定するか）は固定されていない。陽性と陰性の判定をする境目の基準値
を ア  と呼び，敏感度と特異度を見ながら適切な値を設定する必要がある。
ア  を高度な異常値から軽微な異常値に変更する，つまり，少しでも異常があれ

ば陽性と判定するようにすると， イ  は上がり， ウ  は下がる。

ア イ ウ
１．カットオフポイント 偽陽性率 敏感度
２．カットオフポイント 偽陽性率 特異度
３．カットオフポイント 偽陰性率 敏感度
４．トレイドオフ 偽陽性率 敏感度
５．トレイドオフ 偽陰性率 特異度
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                      　ロコモティブシンドロームの概念と保健指導に関する次の記述のうち妥当な
のはどれか。
１．運動器の障害による移動機能の低下した状態を指し，そのリスクの低減のために，
１８歳から６４歳には，３メッツ以上の強度の身体活動を毎日６０分，また，「今より
プラス１０分，身体を動かすこと」を心掛けるよう指導する。

２．運動器や神経系の障害のため要介護１以上が認定された状態を指し，該当者には
介護保険で機能訓練を受けることを勧める。

３．呼吸器の障害による運動能力の低下した状態を指し，「緩やかな上り坂を歩くと
きに息切れがある」，「平坦な道を１００ m歩くと息切れのために立ち止まる」など
のチェック項目からなる修正MRC（mMRC）質問票によってリスクの程度を確
認するよう指導する。

４．メタボリックシンドローム，がんなどの生活習慣病全般を指す新しい疾患概念で
あり，罹患リスクのある１８歳から６４歳には週に２３メッツの身体活動を勧める。

５．過食が原因で発生する脂質異常の状態を指す新しい疾患概念であり，身体活動レ
ベルⅠの４０歳の女性には１８００ kcal/ 日のエネルギー摂取を勧める。
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                      　新型コロナワクチンに関する次の記述のうち妥当なのはどれか。
１．新型コロナワクチンの接種は，緊急の措置として厚生労働省の通達に基づいて行

われており，予防接種法の規定は適用されない。
２．新型コロナワクチンの接種によって十分な免疫が獲得された者は，新型コロナウ
イルスに感染しても無症状あるいは軽症であるため感染に気付かず，他の人に感
染させることがある。これをブレークスルー感染という。

３．新型コロナワクチンの接種は，妊娠中の者については推奨されているが，授乳中
の者については避けるべきとされている。

４．新型コロナウイルスに感染したことがある者は，二度と感染することはないため，
新型コロナワクチンの接種をしないこととされている。

５．新型コロナワクチンには，mRNAワクチンがある。これは，ウイルスのたんぱく
質をつくるもとになる遺伝情報の一部を注射するものである。
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                          母子保健法に規定されている産後ケア事業に関する次の記述のうち妥当なの
はどれか。
１．母子保健法は，産後ケア事業を行うことについて，市町村には義務，都道府県に
は努力義務を課している。

２．産後ケア事業の対象者は，出産後４月を経過しない女子と乳児とされており，乳
児の父親を対象者とすることはできない。

３．産後ケア事業は，短期入所事業と通所事業の二つの事業で構成され，対象者の居
宅を訪問して産後ケアを行うことは「こんにちは赤ちゃん事業」において行うこ
ととされている。

４．産後ケア事業のうちの短期入所事業は，病院，診療所，助産所などに入所させて
産後ケアを行うものである。

５．産後ケア事業のうちの通所事業は，乳児院又は婦人相談所のいずれかに通わせて
産後ケアを行うものである。
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２０２０ 年１月の予防接種法施行令の改正に関する次の文中のア～ウに入るも
のがいずれも妥当なのはどれか。

２０２０ 年１月に予防接種法施行令が改正され，ロタウイルス感染症が ア  となった。
ロタウイルスは イ  を引き起こすウイルスで，５歳までの イ  の入院患者のうち
４０ ～ ５０ ％ほどはロタウイルスが原因である。

ア  には，予防接種法第２条第２項第１号から第 １１ 号までに掲げられた疾病と，
同条同項第 １２ 号の規定を受けて予防接種法施行令で定められた疾病とがあるが，ロタ
ウイルス感染症と同様に，予防接種法施行令で定められた ア  として ウ  がある。

ア イ ウ
１．Ａ類疾病 急性胃腸炎 インフルエンザ
２．Ａ類疾病 急性胃腸炎 水痘
３．Ａ類疾病 細気管支炎 インフルエンザ
４．Ｂ類疾病 急性胃腸炎 インフルエンザ
５．Ｂ類疾病 細気管支炎 水痘
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                   　健やか親子２ １（第２次）の中間評価に関する次の記述のうち妥当なのはど
れか。
１．発達障害に関する情報や，発達障害という言葉の認知は向上していると考えられ
る一方で，発達障害に関する正しい理解は十分に進んでいるとは言えない現状が
ある。

２．十代の性に関する課題について，指標の対象としている性器クラミジア，淋菌感
染症，尖圭コンジローマ，性器ヘルペスの罹患率がいずれも悪化しており，今後
も注視が必要である。

３．朝食を欠食する子どもの割合は，小学生，中学生いずれも５％未満となり，中間
評価目標を達成したことから，最終評価目標の値を小学生，中学生ともに ２．５ ％
に変更する。

４．積極的に育児をしている父親の割合は，「悪くなっている」と評価せざるを得な
い状況にあり，父親自身の育児への参加に関する意識を向上させる取組がさらに
必要である。

５．十代の飲酒率は，中間評価目標として掲げられていた「中学３年２％未満，高校
３年８％未満」を達成し，今後もこの水準を維持していくことが重要である。
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